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健康やスポーツに
関すること

家庭生活に関すること

様々な教養を高めること

まちづくりやボランティアなど
社会貢献のための活動に関わること

芸術・工芸・芸能・
音楽に関すること

職業上必要な知識などを
身に付けること

他にも様々な
学習活動が、
人生にあふれて

います

社会問題や
市民生活に関すること

1 第３次札幌市生涯学習推進構想

生涯学習とは
自らの意思と選択によって、人生のあらゆる過程で、それぞれの興味・関心や生活領
域に応じて行われる、様々な学習活動のことです。
また、「誰もがいつでもどこでも」学習することができ、また、学習成果を生かすこと
のできる社会を「生涯学習社会」といいます。



様々な場における多様な人々との学びや成果を生か
す取組を通じて、社会との関わりや新たなつながり

を見出し、地域をはじめとする様々な場において、
コミュニティを築いていくことを支援

していきます

市民がいつでも・どこでも自由に学んだ
り、活動したりすることのできる環境づ

くりを支援していきます

個人の自立と共生に向けた多様な学び
の機会の提供をさらに進めるとともに、

学んだ成果を生かし、主体的に社会に
参画し、活躍できるよう支援し

ていきます
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第３次札幌市生涯学習推進構想
時代の変化等に対応した生涯学習推進の基本的な考え方と方向性を改めて整理し直し、
H29 年度から概ね 10 年間、関連する施策を総合的・計画的・体系的に進めていくこ
とを目的として策定しました。

施策体系
基本施策 施策の方向性 施策の展開

基
本
施
策
Ⅰ

学びを生かして
未来を創造する
人づくり

1 各世代のニーズに
応じた学びの推進

1 乳幼児期からの育ちを支える学びの充実
2 青少年期を育む学びの充実
3 成人期の多様なニーズに対応するための学びの充実
4 高齢期を豊かに過ごす学びの充実

2 多様な学習機会の提供

5 現代的・社会的な課題に対応した学習機会の充実
6 スポーツ・健康に関する学びの充実
7 文化芸術に関する学びの充実
8 ふるさと札幌に関する学びの充実

3 社会で活躍できる力を
育む学びの推進

9 就労へ向けた学びの充実
10 まちの活力を高める学びの推進

基
本
施
策
Ⅱ

学びで育む
つながりづくり

4 多世代が関わる学びを
通じた絆づくりの推進

11 学習成果の発表や学びをきっかけにした交流の場の充実
12 地域と学校が連携する取組の推進

5 学びを地域づくりに
生かす取組の推進

13 地域づくりに向けた学びの推進
14 学んだ成果を地域で生かす取組の充実

基
本
施
策
Ⅲ

学びを支える
環境づくり

6 いつでも学べる
環境づくり

15 学び直しなどを支える環境づくり
16 全ての人に開かれた学びの環境づくり
17 情報提供・学習相談体制の充実
18 学びを支える人材の発掘・紹介、出前講座の展開

7 まちのどこでも学べる
環境づくり

19 学びをコーディネートする人材の育成・活用
20 身近な地域で学びを深められる環境の整備
21 時代の変化に対応した生涯学習関連施設の運営、機能強化
22 多様な主体が連携した学びの場づくり

基本施策Ⅱ
学びで育むつながりづくり

基本施策Ⅲ
学びを支える環境づくり

構想で目指す札幌のまちの姿
市民の学びとつながりが 豊かな未来を築くまち さっぽろ

基本施策Ⅰ
学びを生かして未来を創造する人づくり
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施策の方向性１　各世代のニーズに応じた学びの推進
個人の一生涯を「乳幼児期（就学前まで）」「青少年期（概ね 18 歳まで）」「成人期」「高
齢期（概ね 65 歳以上）」に分け、各世代に必要とされる学びを推進していきます。
関連計画のとの整合性に留意するとともに、ライフステージの特性だけでなく、市民そ
れぞれのライフスタイルについても考慮します。

施策の展開
１　乳幼児期からの育ちを支える学びの充実
２　青少年期を育む学びの充実
３　成人期の多様なニーズに対応するための学びの充実
４　高齢期を豊かに過ごす学びの充実

施策の方向性２　多様な学習機会の提供
多様化・複雑化した課題に対応するための学習機会を提供していきます。施策を進める
にあたっては、各分野の現状を踏まえた各部門別計画との整合性に留意します。

施策の展開
５　現代的・社会的な課題に対応した学習機会の充実
６　スポーツ・健康に関する学びの充実
７　文化芸術に関する学びの充実
８　ふるさと札幌に関する学びの充実

施策の方向性３　社会で活躍できる力を育む学びの推進
市民が主体的に社会に参画し、活躍することのできるような学びを推進します。

施策の展開
９　就労へ向けた学びの充実
10  まちの活力を高める学びの推進 重点施策

Pick up!  さっぽろ市民カレッジ「市民活動系」「産業・ビジネス系」講座の充実
さっぽろ市民カレッジは、生涯学習センターを拠点に、「市
民活動系」「産業・ビジネス系」「文化・教養系」の３つの
体系で実施される学習機会提供事業です。
今後は関係部局と連携し、「市民活動系」「産業・ビジネス系」
で、学んだ成果をまちづくりや経済活動に生かすことを念
頭に置いた講座を実施し、市民が様々な分野で活躍するこ
とにつながる取組を充実させます。

市民カレッジ「社会に役立つ仕
事づくり」講座
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施策の方向性４　多世代が関わる学びを通じた絆づくりの推進
学びによる社会関係資本（ソーシャルキャピタル。社会・地域における人々の信頼関係
や結び付きを表わす概念）の醸成を支援するため、学びをきっかけにした人と人とのつ
ながりづくり―すなわち「絆づくり」に寄与する取組を推進します。

施策の展開
11  学習成果の発表や学びをきっかけにした交流の場の充実
12  地域と学校が連携する取組の推進

施策の方向性５　学びを地域づくりに生かす取組の推進
多様な主体が連携した地域のまちづくりや、市民が学んだ成果を地域のまちづくりに生
かす取組を進めるなど、学びによる地域づくりが、地域における様々な主体のつながり
を育む取組を推進します。

施策の展開
13  地域づくりに向けた学びの推進
14  学んだ成果を地域で生かす取組の充実

Pick up!  サッポロサタデースクールの拡充
サッポロサタデースクールは、地域の多様な経験や技能を持つ人材・企業等の豊かな
社会資源を活用したプログラム（学習支援、地域人材活用、企業連携、体育振興など）
を、土曜日等に学校施設等を活用して実施する事業です。
今後は、この活動を支える地域の人材（コーディネーターなど）向けの研修を充実さ
せたり、実施校の取組を積極的に情報発信したりすることにより、サッポロサタデー
スクール実施校を増やします。

アスリートによる走り方教室 ジャンベ太鼓の演奏体験 電機メーカーによる
エコと太陽光発電教室

重点施策
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施策の方向性６　いつでも学べる環境づくり
学びたいと思った市民がいつでも学ぶことのできる環境づくりに取り組みます。

施策の展開
15　学び直しなどを支える環境づくり
16　全ての人に開かれた学びの環境づくり
17　情報提供・学習相談体制の充実
18　学びを支える人材の発掘・紹介、出前講座の展開

施策の方向性７　まちのどこでも学べる環境づくり
市民がどこでも学べる環境づくりとして、市民自身の手による学びの場づくりや、身近
な地域で学んだり、学びを深めたりすることのできる環境づくりに取り組みます。

施策の展開
19　学びをコーディネートする人材の育成・活用
20　身近な地域で学びを深められる環境の整備
21　時代の変化に対応した生涯学習関連施設の運営、機能強化
22　多様な主体が連携した学びの場づくり

重点施策

Pick up!  図書館と連携した、全市的な生涯学習推進体制の検討
平成 28 年（2016 年）10 月、札幌市の附属機関である「図書館協議会」から「生
涯学習社会の中で札幌市図書館が果たすべき役割について」答申が出されました。こ
の中では「知の拠点」としての図書館が果たすべき役割として、①物的・人的資源を
用いた市民への学習支援②生涯学習施策の基盤③市民の自主的、自発的な活動の場④
他施設との連携とアウトリーチ⑤学校教育へのサポート、の 5 点が挙げられています。
今後は、この答申のもと図書館の位置付けを整理し、市民の生涯学習を支援していき
ます。

えほん図書館 市民交流プラザ



6

構想の推進のために
構想の実現に向け、他の関連する個別計画（部門別計画）などとの整合性に留意する
とともに、札幌市の関係部局をはじめ、関係する機関・団体とも連携を図りながら取
り組みを進めていきます。

進捗管理
●生涯学習総合推進本部（内部委員会）：実施状況の把握、必要事項の検討調整
●社会教育委員会議（附属機関）：実施状況の報告、行政外部からの意見を聴取
●構想の評価：アンケート調査を実施し、市民ニーズ及び成果指標の達成状況等

を把握

成果指標 H27 H37
生涯学習をしている人の割合 58.6％ 65.0％
生涯学習をしている人の中で、現在の学
習や活動の環境に満足している人の割合 55.4％ 70.0％

推進体制
●行政内連携の推進と全市的な生涯学習推進体制の再構築
●大学等高等教育機関・市民活動団体・企業等との連携の推進

生涯学習センター
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